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直麹類

ここでは，直麹目見虫のうち，分類学的な研究が遅れ

ており，県内産の種についても整理が不十分なカマドウ

マ科，ヒシバッタ科を除く 10科について扱う。これらの

グループには大型の昆虫が多く，また鳴く虫として親し

まれてきた種類も少なくない。県内の直麹類について，

初めて全体的なまとめを行ったのは，佐藤(1981)で，つ

いで西村・浜口(1989)がそれまでの文献記録を整理し

て， 102種を報告した。地域別のリストとしては，湘南

(浜口・楓， 1987)，城ケ島(西村・戸嶋， 1988)，大和市

(西村， 1991)，二宮町(浜口・楓， 1990)，茅ヶ崎・藤沢

(岸， 1995)などがあるが，分布に関する情報の蓄積はい

まだに十分とはいえない。ここではこれらの文献を参考

に，特に減少が目立つ種を中心に解説する。対象とした

のは10科98種で，それらのレッドデータ度は一覧表と

して表1に示した。全体では絶滅種2種，絶滅危倶種6

種，減少種11種，希少種5種，健在種72種，偶発種・帰

化種2種と判断された。なお，分類配列や学名は，細井・

加納(1991)によった。

キリギリス科Tettigoniidae

県内からは，現在まで32種が記録されている。その

レッドデータ度は表にまとめた通りで 3種が減少種，

1種が希少種と判断された。

ムクツワムシMecopodaniponensis (De Haan) 

【減少種H]

[生息環境]明るい林の林縁や，ススキやクズの茂った背

の高い草原に生息する。集中して生息する傾向があり，

環境が似ていても，ある場所には群生し，他の地点には

まったく見られないことがしばしばある。

[過去の分布]かつては市街地の緑地にも見られたが，生

息地が著しく減少している傾向にある。横浜市の調査で

は48ヶ所の緑地の内でわずかに2ヶ所だけで記録された

(高桑， 1991)。相模原市では，かつては市内全域に生息

していたが，雑木林の林縁のマント群落が刈り取られた

ために急速に姿を消しつつあるという(相模原市動物調

査会， 1986)。平塚市では中心部の八幡神社の境内に 1970

年代には生息していたが現在では見られない。

[調査結果]本調査の期間中には，中井町古怒田，大井町

赤田・高尾(以上酒井春彦氏私信)，南足柄市大雄山(苅

部)，愛川町志田山(高桑)，大和市泉の森・上和田，秦

野市弘法山，真鶴半島(以上浜口)などで記録された。大

和市泉の森のように現在でも多産する都市緑地もあるが，

全体的な減少傾向は明らかで，絶滅に向かう恐れもある。

ムオナガササキリ白nocephalusgladiatus(Redtenbacher) 

【減少種H]

[生息環境]チガヤなどの茂る土堤に生息し，谷戸ではし

ばしば水田にも入る。かつてはどの地域でも普通種で

あったと思われるが，全体に減少傾向にある。

[過去の分布]県内の平地に広ぐ記録がある(西村・浜

口， 1989)。しかし，都市部では少なぐ，横浜市の調査で

は48ヶ所の緑地の中で，わずかに 1ケ所で記録されただ

けであった(高桑， 1991)。

[調査結果]本調査では，横須賀市野比，葉山町下山口，

小田原市栢山酒匂川1，秦野市弘法山・大倉，平塚市南金

目・土屋・吉沢，大磯町西小磯・石神台，厚木市飯山(以

上浜口)などで記録された。平塚市での観察によると，

本種の生息地は丘陵地に限られており，良好な丘陵地の

自然環境の指標となる種のーっと考えられる。

ムキリギリスGamIl'沿cleisbuergeri(De Haan) 【減少種目

[生息環境]チガヤ・カゼクサなどの茂る背の低い草原に

生息する。盛夏に成虫が出現し，日中に，ギースチョン

とゆっくりと鳴ぐ。

[過去の分布]県内の平地に広ぐ記録がある(西村・浜

口， 1989)。

[調査結果]本調査では，平塚市吉沢・南金目，大磯町西

小磯，山北町山北(以上浜口)などで記録された。かつ

ては，市街地の空き地などでもよく声が聞かれたが，近

年は減少が目立つ。舗装が進み，市街地から箪地が消え

たことが減少の大きな原因であると考えられる。酒匂)I!

では，土手をプルトーザーで広範囲にはぎとり芝を植え

てから姿を消したという(酒井春彦氏私信)。

.A.ヒサゴクサキリ Agroecialutea (Matsumura et Shiraki) 

【希少種]

[生息環境]本種は南方系の種で，メダケを食草とするこ

とが知られ，メダケの薮に生息していて，夜間活動する。

近縁種と比較して，小さな声でしか鳴かないので発見し

づらい。

[調査結果]本種は伊豆半島南部には多く産し，また房総

半島からも知られているが，神奈川県では1993年になっ

て，小田原市(酒井， 1993)と平塚市(浜口， 1993)で

それぞれ1個体が採集されたに過ぎない。生息状況は不

明であるが，メダケの薮は広く見られるので，今後も発

見の可能性がある。メダケは小河川の土手に群生してい

ることが多いが，河川|改修によって急速に失われつつあ

る。また，そうした特定の環境と結びついた種は，環境

の変化で容易に消滅するので特に記載した。

コロギス科Gryllacrididae

県内からは2種が記録されている。両種とも雑木林を

中心に生息しており，その分布状況は必ずしも明らかで

はないが，現状では健在と判断される。

コオロギ科Gryllidae

県内からは35種が記録されているが，そのうちの 1種

が絶滅種， 3種が絶滅危倶種， 5種が減少種と判断され

た。

コオロギ科に属する昆虫は，平地から丘陵地の草原的

な環境を楼み場所としている種が多く，農耕地などの人

里的な環境によく入り込んでいる。その中にはエンマコ

オロギ・ツヅレサセコオロギなどの広分布種が含まれ，

これらの種は現在の所，農村的な環境に広く見られる。

しかし，こうした種も京浜地区のように市街地化が著し
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表.神奈川県産直趨類レッドデータ度一覧

科・種名 RD度 葛足原因 備 考

キリギリス科

ツユムシ 健在K 湿地に普通

アシグロツユムシ 健在J 丘陵地の材報に生息
セスジツユムシ 健在L 平地~低L.lJj:也に普通
エゾツユムシ 健在J 丘民地-11地に翫画。平地の分布は局地的
ホソクピツユムシ 健在J 山地に普通

へリグロツユムシ 健在J 山地に産するが少ない
サトクダマキモドキ 健在J 丘陵地に産するが少ない
ヤマクダマキモドキ 健在J 丘陵地-11地に宣するが少ない
タイワンクツワムシ 移入M 横浜市の1例のみ。在来の個体か疑問
クツワムシ 減少H マント群落・薮の減少 多産地もあるが，減少傾向
ハヤシノウマオイ 健在K 丘陵地-11地に普通
ハタケノウマオイ 健在J 平地に見られるが少ない
クピキリギス 健在L 平地~丘陵地に普通
シプイロカヤキリモドキ 健在J 平地~丘陵地に置するが少なし、
カヤキリ 健在J 三浦半島などに限られる
ヒサゴクサキリ 希少1* 2例のみ
ヒメクサキリ 健在J 丘陵地~止地に普通
クサキリ 健在K 平地~丘陵地に普通
ホシササキリ 健在J 平地に産するが少ない
オナガササキリ 減少H 草の茂った土堤の減少 丘陵地~低山地に産するが減少傾向
ウスイロササキリ 健在L 平地~丘陵地に普通
コパネザ吋ナキリ 健在J 平地~丘陵地に見られるが少ない
ササキリ 健在K 平地~丘陵地に見られるが産弛l却艮られる
ササキリモドキ 健在I 三浦半島・獣可原の記録のみ
セスジササキリモドキ 健在I 丹沢U灘・大磯丘陵に藍するが少ない
ヒメツユムシ 健在I 丹沢に宮するが少ない
クロスジコパネササキリモドキ健在I 丹沢・箱根などに産するが少ない
ヒメヤプキリモドキ 健在J 丹沢に置するが少ない
コパネヒメギス 健在K 平地~山地に翫邑
ヒメギス 健在K 平地~丘陵地の湿地に普通
キリギリス 減少H 草地の減少 平地~丘陵地に見られるが減少傾向
ヤプキリ 健在L 平地~山地に都邑
コロギス科
ハネナシコロギス 健在J 丘陵地-11地に見られるが少ない
コロギス 健在J 丘陵地-11地に見られるが少ない
コオロギ科
クロツヤコオロギ 減少G 安定した土提の減少 県西の丘陵地に局地的
ツヅレサセコオロギ 健在L 平地~低U地に普通
コガタコオロギ 健在I 丘陵地に産するが局地的
タンポコオロギ 健在K 平地の水田などに普通
クマコオロギ 健在K 平地の水固などに普通

ヒメコオロギ 健在J 低U地に普通
モリオカメコオロギ 健在K 丘陵地~低叫地に普通
ハラオカメコオロギ 健在L 平地~丘陵地に普通
タンポオカメコオロギ 健在I 仙石原のみで記章弱音あるが，調査は不十分
ミツカドコオロギ 健在L 平地~丘陵地に普通
オオオカメコオロギ 危倶D 産地が局限され，工事などの影響箱根山麓に局地的に分布

を受けやすい
エンマコオロギ 健在L 平地~丘陵地に普通
エゾエンマコオロギ 危倶D 河j鳴の高度手l周と車の乗り入れ多摩川では絶滅。キ膿)11でも絶滅寸前
クマスズムシ 健在J 平地~丘陵地に産するが少ない
クチキコオロギ 健在J 真鶴半島，三浦半島に普通

マツムシ 減少H 草原の減少 各地に見られるが減少傾向
アオマツムシ 移入M 平地に極めて多い



201 

表.神事)11県産直盟類レッドデータ度一覧 (2)

科・種名 RD度 寝屋原因 備 考

カヤコオロギ 減少G 安定した土堤の減少 局地的

スズムシ 減少H 草原の減少 各地に見られるが減少傾向

カンタン 健在K 丘陵地~山地に普通
ヒロパネカンタン 絶滅A 生息地の開発 茅ヶ崎に言己主劫tあるが絶滅
クサヒバリ 健在K 丘陵地に普通
キンヒ，'¥リ 減少G 谷戸の開発 平地の限定されたヨシ原に生息

カヤヒバリ 健在J 三浦半島に広く分布。他では稀
ヤマトヒバリ 健在K 丘陵地に宣するが少ない

キアシヒバリモドキ 健在J 丘陵地--tl地に藍するが少ない
ヤチスズ 健在L 平地~丘陵地の水田や湿地に普通

エゾスズ 健在J 山地の草原に産するが少ない

ヒメスズ 健在I 南部を中心に分布するが少ない

マダラスズ 健在L 平地~低山地に翫畠
カワラスズ 健在J 河原の砂疎地と鉄溜息路に分布

ヒゲシロスズ 健在K 丘陵地~低山地に産するが少ない

シパスズ 健在L 平地~丘陵地に普通
ナギサスズ 危慎D 海岸部の道路態宣などによる環境県西部，三浦半島等に局地的に分布

変化

ウスグモスズ 健在J 平地に見られるが少ない

カネタタキ科

カネタタキ 健在L 平地~丘陵地に普通
イソカネタタキ 減少G 海岸部の草原の減少? 県西部，三浦半島に局地的に分布

アシジマカネタタキ 危倶D つ 県西部に局地的に分布

アリツカコオロギ科
アリツカコオロギ 健在K 平地~丘陵地に生息するが分布状況は不明

ケラ科

ケラ 減少H 水田の乾由化? 平地~丘陵地の湿地に生息

ノミバッタ科

ノミバッタ 健在K 平地~丘陵地に普通
オンプバッタ科

オンプバッタ 健在L 平地~丘陵地に普通

イナゴ科
ハネナガイナゴ 危倶F 農穀寺染? 丘陵地に局地的

コパネイナゴ 健在L 平地内イ丘山地に普通

ツチイナゴ 健在K 平地~低山地に普通

セグロイナゴ 希少1* 2例の記録のみ
ハネナガフキバッタ 健在I 丹沢で見られるが少ない

アオフキ，'¥ッタ 希少1* 丹沢・藤野町で見られるが局地的

タンザワフキバッタ 健在K 丘陵地~山地に普通

ヤマトフキバッタ 健在K 丘陵地~止地に普通

バッタ科
ショウリョウノふyタ 健在L 平地~丘陵地に普通

ショウリョウバッタモドキ減少H 安定した土堤の減少 丘民地に見られるが減少噸向

トノサマバッタ 健在K 平地~丘陵地に普通

クルマバッタモドキ 健在L 平地~丘陵地に普通
クjレマノtッタ 健在J 平地~丘陵地に見られるが少ない

イポバッタ 健在K 平地~丘陵地に見られるが少ない
カワラノtッタ 危倶D 河川敷の高度釈開と車の乗り入れ相働11・酒匂川で急激に減少
ヤマトマダラバッタ 絶掠A 道路建設などによる砂丘植生の消失? 大磯で諮があるが絶滅
マダラバッタ 健在J 海岸や河原の草原に見られるが少ない

イナゴモドキ 希少1* 箱根などに局地的に分布

ツマグロイナゴモドキ 希少1* 箱根などに局地的に分布

ナキイナゴ 健在K 山地に普通。丘陵地では局地的
ヒロ，'¥ネヒナ，'¥ッタ 健在J 山地に普通。
ヒナノ号、yタ 健在J 平地~丘陵地に産するが少ない
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く進行した地域からは姿を消すのは当然である。ここで

は，都市近郊の農村部を念頭におき，そうした環境から

も減少している種を減少種・絶滅危倶種として扱った。

また，コオロギ科の中には，特殊な生息環境に限定さ

れる種がある。転石海岸のナギサスズ，ヨシ原のキンヒ

バリ，土堤のクロツヤコオロギ・カヤコオロギ，砂磯地

の河原のエゾエンマコオロギ・カワラスズがその例であ

る。これらはカワラスズが鉄道線路やロックフィルダム

にも進出して健在である例外を除いてはいずれも，減少

または絶滅危倶種に位置づけられる。また，分布の北限

に近い種として，カヤヒバリ・クチキコオロギ・ヒメス

ズがあげられ，これらの種は真鶴半島・三浦半島などに

限られた分布を示している。こうした種は，今回減少種

などの扱いをしていない場合も重要であり，その分布動

向に注目を払う必要がある。

・ヒロパネカンタン Oecanthussp. 絶滅種A]

[生息環境]海岸の草原に生息する。南方系の種で，太平

洋岸では茨城県が北限となっている。

[過去の分布]神奈川県では，松浦(1972a)に，茅ヶ崎

の海岸近くの松林の中にたくさん鳴いていたが，隣接地

にホテルが建ち今では1匹もいなくなったという記述が

ある。詳細は不明だが，これが唯一の情報である。

[調査結果]上記以外に記録がなく，また本調査でも発見

できなかったので，絶滅したものと判断される。

OオオオカメコオロギLoxoblemmusma回 atusMatsuura 
【絶滅危倶種D]

[生息環境]大型のオカメコオロギ類で，全国的にみても

十数カ所の産地が知られているだけの希少な種類である。

畑・社寺の境内などに生息し，まばらな草地を好むよう

である。ただし，その生息条件は必ずしも明らかでない。

[過去の分布]神奈川県では酒井春彦氏によって小田原市

荻窪に産することが明らかにされた(酒井.1988)。また

同氏は，山北町浅瀬(酒井.1991).中井町古怒田，小田

原市飯田岡，南足柄市飯沢でも本種の分布を確認してい

る。しかし，山北町の産地の河原は河川|工事が行われて

おそらく絶滅したと思われる。

[調査結果]小田原市荻窪の産地では本調査でも生息が確

認できたが，その個体数は少なく，公園化の工事が行わ

れたために減少したものと思われた。本種は箱根山麓の

ごく限られた産地にだけ分布する種で，その存在基盤は

きわめて脆弱であるといえる。

0エゾエンマコオロギ Teleogryl1usyezoemma (Ohmachi 
et Matsuura) 【絶滅危倶種D]
[生息環境]エンマコオロギによく似るが，頭部の白紋が

小さい。北海道には広く分布するが，本州では大きな川|

の河原の砂模地と海岸砂丘に分布が限られている。本州

産のものは亜種カワラエンマコオロギとして扱われるこ

ともある。

[過去の分布]南関東の分布は南限に近い重要なもので，

多摩川と相模川から記録がある。相模J11では野沢(1959)
による厚木付近の報告が最初で，松浦一郎氏もたびたび

相模川の分布に触れている。浜口は寒川町一宮の河原で

採集し，その標本は大阪市立自然史博物館に収蔵されて

いる(直麹類研究グループ.1983).また平家市博物館に

は厚木市依知産(1988.9.18.浜口採集)の標本がある。多

摩川では，発見者の松浦一郎氏による綿密な記録が残さ

れており.1933年の調査では拝島から二子付近まで広く

分布していたが.1970年には関戸橋付近にわずかに残る

状況になったという(松精.1972b)。氏の示した分布の

変遷図によると，神奈川県内の多摩川には1940年代まで

は本種が生息しており，その後姿を消したようである。

[調査結果]本調査では厚木市，相模原市を中心に相模川

の河原を探索したが，まったく発見できず，相模川にお

ける本種はきわめて危機的な状況にあることが予測され

る。

OナギサスズParapteronemobiussazanami Furukawa 
【絶滅危倶種D】

[生息環境]無麹のコオロギ類で，転石海岸に生息し，砂

浜には見られない。岸壁やテトラポットのような人工化

された海岸に見られた例もある。

[過去の分布]真鶴海岸はタイプロカリティーの一つであ

る (Furukawa，1970). 1960年代には山口貢氏が分布調

査を行い，小田原市の早川・石橋・根府川と真鶴町の岩・

真鶴，三浦半島野比海岸から記録した(山口， 1968; 

1970)。また，浜口・椀(1987)によって江ノ島からも記

録された。このように，本種は県内の転石海岸に点々と

分布していた。

[調査結果]本調査では， 1985年に採集された真鶴町岩

海岸では発見できず，わずかに根府川海岸で1個体が目

撃(浜口)されただけであった。神奈川県ではもともと

転石の海岸が少ない上に，道路の建設などによって現状

が変化した部分もあり，本種は絶滅寸前の危険な状況に

あることが推測される。

ムクロツヤコオロギPhonarel1usritsemae (Saussure) 

【減少種G]

[生息環境]チガヤなどの茂る安定した土堤に深い巣穴を

掘って生活し，丘陵地の段々畑や果樹園の法面が主要な

生息地である。

[過去の分布]神奈川県では南足柄市(小林.1985).平

塚市金目(浜口.1988)から分布が知られているだけで

あった。

[調査結果]本調査の期間中に，平塚市万田，大磯町虫

窪・国府本郷，秦野市権現山(以上浜口).小田原市府J11. 

大井町金子・篠窪(以上酒井春彦氏私信)で，新たに分

布が確認された。しかし，三浦半島などでは広範囲の探

索にも係わらず，発見はできなかった。県内での本種の

分布は相模JII以西のE陵地に限られるようで，産地は非
常に限定されている。そうした場所の土堤は農道の改修

に伴うコンクリート壁の築造などによって失われつつあ

る。そうした状況を考えると容易に危機的な状況に陥る

恐れがある。

dカヤコオロギEuscyrtusja凹出価 (Shiraki) 【減少種G]

[生息環境]黄褐色をした無麹のコオロギで，チガヤなど

の茂る土堤を好んで生息する。

[過去の分布]県内の産地としては，湯河原町城山，大磯

町国府本郷，厚木市飯山(いずれも平塚市博物館所蔵標

本).小田原市荻窪(酒井春彦氏私信)などがあり，産地

には多産することが多いが，分布は限定されている。



[調査結果]上記の産地のうち，厚木市飯山，小田原市荻

窪では現在も生息が確認できた。他の産地は未調査で，

また新たな産地も発見できなかった。丘陵地では住宅開

発や農道の拡張工事などによって安定した土堤は失われ

つつあり，減少が予想される。

ムキンヒバリAnwciphasp. 【減少種G]

[生息環境]淡黄色をした小型のコオロギ類で，湿地のヨ

シやクサヨシの草原に生息する。稀に水田に入ることも

ある。

[過去の分布]かつては神奈川県内では非常に珍しい種と

考えられており，厚木市七沢が唯一の産地として知られ

ていた(西村・浜口.1989)。しかし，その後調査が進み，

横浜市緑区，栄区など各地のヨシ原に分布することが明

らかにされてきた(古南， 1991)。

[調査結果]本調査の期間中に，葉山町長柄，横須賀市久

留和，平塚市南金目・土屋，大磯町西小磯・生沢(以上

浜口)，茅ヶ崎市堤の清水谷戸，藤沢市遠藤の笹窪谷戸

(岸.1995)などで確認された。本積の分布は良好な状態

に湿地が残されている場所に限られているようで，そう

した環境は特に市街地近郊では急速に失われている。

ムスズムシHomoeogryllusjaponicus(De Haan) 

[減少種H]

[生息環境]ススキなどのよく茂った深い草地に生息す

る。

[過去の分布]よい声で鳴く虫の代表で，さかんに飼育が

行われているが，野外で声を聞くことは少ない。県内で

は京浜を除く各地で記録がある(西村・浜口.1989)。横

浜市の調査では.48ヶ所の緑地で1ヶ所も記録されな

かった(高桑， 1991)。

[調査結果]本調査の期間中には，大磯町西小磯(浜口)， 

大井町金手(酒井春彦氏私信)，愛川町八菅(高桑・苅

部)，戸塚区舞岡町(高桑)などで記録された。どの産地

も個体数は少なく，減少傾向にある。

ムマツムシXenogryllusmmmomtus(De Haan) 【減少種目

[生息環境]チガヤなどの茂った深い草地に生息する。

[過去の分布]神奈川県内における分布は，局地的で，三

浦半島では野比，城ケ島(浜口)など海岸部の草原に限

られる。横浜市の調査では48ヶ所の緑地で1ケ所も発見

されていない(高桑.1991)。相模原市では，上大島・望

地などには多いが，西大沼・東大沼・旭町などでは絶滅

したという(相模原市動物調査会.1986)。湘南では相模

川や金目川の土手などに局所的に見られ，大磯町では

1ヶ所の土堤に限って群生する。西湘では，大井町金手，

小田原市相山の酒匂川|土手に多産する(酒井春彦氏私

信)。

[調査結果]本調査では，横須賀市野比，三浦市城ケ島，

大磯町寺坂，秦野市弘法山(以上浜口)などで記録され

た。県内の本種の分布は多産地はあるが局地的で，絶滅

した箇所もあり，減少傾向にあるといえる。

カネタタキ科Mogoplistidae

県内からは3種が記録されており 1種が絶滅危倶種，

1種が減少種と判断された。

0アシジマカネタタキEctatoderussp. 【絶滅危倶種D]
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[生息環境]沿海地方に分布する暖地性のカネタタキ類

で，海沿いの低木林に生息する。

[過去の分布]県内では，浜口・棟(1987)によって初め

て真鶴町岩から記録され，これが唯一の記録である。こ

の産地の環境は，転石海岸の後背地の急斜面の広葉樹林

で，低木の茂みから採集されたものである。

[調査結果]本調査では上記の産地からは発見できなかっ

た。環境の変化は特に見られなかったことから，絶滅と

断定はできず，一応絶滅危倶種のランクに位置づけた。

しかし，県内の分布は極めて限定されており，容易に絶

滅の可能性がある。

Aイソカネタタキ Omebiusbimaculatus (Shiraki) 

【減少種G】

[生息環境]雄の前麹に小さな黒点を持つカネタタキ類

で，海岸近くのススキなどの草原や低木に生息する。

[過去の分布]県内では，山口(1965)によって小田原市

早川海岸，佐藤(1981)によって真鶴に分布することが

報告され，その後，西村・戸嶋(1988)によって城ケ島，

浜口・機(1987)によって江ノ島が追加された。

[調査結果]本調査では， 1985年には多数が見られた真

鶴町岩では発見できなかったが，早川海岸で確認され，

また城ケ島で相当数の個体が鳴いているのが観察された。

しかし，全体的には分布は限定されており，減少してい

る場所もあって，環境の変化によって容易に絶滅する恐

れがある。

ケラ科Gryllotalpidae

県内には1種が分布しており，ケラが減少種と考えら

れた。

ムケラ Gryllotalpaorientalis Burmeister 【減少種H】

[生息環境]平地から丘陵地の湿地に生息し，水田の周辺

も好む。

[過去の分布]本種の記録は実際の分布に比べてわずかし

か残されておらず，横浜市，平塚市，小田原市の記録が

あるに過ぎない(西村・浜口， 1989)。その後，寒川町・

厚木市(平塚市博物館.1991)，大和市(西村.1991)，二

宮町(浜口・椀.1990)でも記録された。

[調査結果]本調査では，平塚市南金目・広川，大磯町西

小磯(以上浜口).横浜市戸塚区舞岡町(高桑)などで記

録された。かつては水団地帯に多く分布していたと考え

られるが，現在は広く分布しているものの，個体数はか

なり減少したように感じられる。その原因としては本種

が湿った土中に巣穴を掘る習性を持っており，水田が乾

由化して越冬条件が悪くなっていることが考えられる。

アリツカコオロギ科Myrmecophilidae

アリ類の巣の中に生息する特異な習性の直麹類で，県

内からはアリツカコオロギ 1積が記録されている。その

分布に関する情報は非常に少ないが，各種のアリの巣中

に見られることから，一応健在種と判断された。

イナゴ科Catantopidae

県内からは8種が記録され 1種が絶滅危倶種と判断

された。また分布が極めて限定される 2種を希少種とし
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てコメントする。

OハネナガイナゴOxyajaponica (百lUnberg)
【絶滅危倶種F)

[生息環境]水田に生息するイナゴ類で，コパネイナゴと

ともに広ぐ分布していたが，農薬の使用によって激減し

たとされている。福原(1982)は1950年ごろからの激減

期より前には東京近郊ではコパネイナゴに対して3分の

1から1.5倍の密度を保っていたと述べている。

[過去の分布]県内における過去の分布についての資料は

ないが，近年の記録は厚木市七沢(西村1987b)，城山町

穴)11 (西村1987c)など丹沢山麓の谷戸の水田に限られ

ている。また，伊勢原市子易で行われた無農薬栽培の実

験田には本種が出現した(浜口， 1993)。

[調査結果]本調査では厚木市荻野(浜口)，厚木市七沢，

愛川町角田(以上高桑)で新たに記録された。本種は農

業害虫に位置づけられることもある種だが，現在の分布

は極めて限られており存在基盤は脆弱である。

企アオフキバッタ Parapodismasubaptera (Hebard) 

【希少種]

[生息環境]北日本に分布する微麹のフキバッタ類で，一

般には林縁の低木に生息する。

[過去の分布]県内では，丹沢山地の秦野市菩提峠と藤野

町上和田・生藤山のみで記録されている(西村・浜口，

1989)。この産地は本種の南限である(浜口， 1990)。

[調査結果]本調査では，秦里子市菩提峠に生息することが

確認され，隣接地の二の港山頂付近でも記録された。し

かし，その他の丹沢山地からは未発見で，藤野町生藤山

との聞に広い分布の空白域がある。そうした特異な分布

は非常に興味深い。菩提峠の産地は，カヤ場の環境をよ

く残したススキ草原であり，今後の植生の遷移が進むこ

とで環境が変化し，本種の生息が危うくなる可能性がある。

企セグロイナゴShirakiacrisshirakii (Bo1ivar) 希少種]

[生息環境]) 11の土手などの草地に生息する。

[過去の分布]県内からは横浜市内2ヶ所の記録があるだ

けである(横浜市公害対策局， 1983)。

[調査結果]本調査では記録されず，上記以外の報告もな

いので，現在の生息状況はまったく不明である。

ノミバッタ科Tridactylidae

ノミバッタ 1種が記録された。本種は畑などにも見ら

れる健在種である。

オンプバッタ科Pyrgomorphidae

オンプバッタ 1種が記録され，空き地や農耕地に広く

分布する健在種と判断された。

バッタ科Acrididae

県内からは14種が記録され，その内絶滅種が1種，絶

滅危倶種が1種，減少種が1種と判断された。また分布

の限定される 2種を希少種としてコメン卜した。

・ヤマトマダラバッタ Epacromiusjaponicus(Shiraki) 

【絶滅種A)

[生息環境]コウボウムギなどの疎らに生えた海岸砂丘に

生息する種。近県では静岡県浜岡砂E・中田島砂丘，茨

城県東海村などが産地として知られている。

[過去の分布]古川1(1948)の記事に「余が大磯で観察し

たところでは・・」という表現があり，この大磯は神奈

川|県大磯町と考えてよいと思われる。これが唯一の記録

である。

[調査結果]本調査で，大磯海岸を探索したが発見はでき

なかった。上記以外の記録もなく，砂浜の後退などの環

境変化から考えても，絶滅種にあげてよいと思われる。

Oカワラバッタ Eusphingonotusjaponicus (Saussure) 
【絶滅危倶種D)

[生息環境]大きな)11の河原の砂磯地に限って生息する。

[過去の分布]かつては相模川と酒匂川に普通に見られ

た。例えば，寒川町一之宮の相模川の河原では 1970年代

後半には相当数が生息していた。また相模原市神沢では

1988年には狭い範囲に生息が確認できたが， 1990年には

河川敷利用のために砂利の大量移動が行われ，その地点

では確認できなかったという(相模原市教育委員会，

1990)。酒匂川水系では，小田原市飯泉などの河原で普通

に見られ，上流部の世附)11浅瀬でも記録された(酒井春

彦氏私信)。多摩川については情報が少ないが，二子渡し

付近(現在の川崎市高津区)に多産するという記事(梅

沢， 1906)があるが，現在は見られない。

[調査結果]本種は近年著しく減少している。本調査期間

中の記録としては，相模川|では愛川町小沢(浜口)，中津

) 11では愛川町八菅(高桑)・海底(苅部)があるだけであ

り，かつて生息していた寒川町一之宮，小田原市相山・

飯泉では確認できなかった。また，世附川|浅瀬の産地は

1993年の河川工事によって絶滅した。どの河川でも，グ

ラウンドなどによる河川敷の利用や，河原に車が多く進

入することで砂磯地が踏み固められることなどが本種の

減少に拍車をかけており，早急な保護対策が求められる。

ムショウリョウバッタモドキ Gonistabi∞10r (De Haan) 

【減少種H)

[生息環境JE:陵地の土堤に産し，チガヤなどの茂った場
所を好む。

[過去の分布]県内では丘陵地を中心に広く記録がある

(西村・浜口， 1989)。

[調査結果]本調査期間中の記録としては，戸塚区舞岡

町，金沢区六浦・金沢自然公園 三浦市城ケ島(以上高

桑)，中区本牧(苅部)，秦野市弘法山，平塚市金目(以

上浜口)があげられる。全体に市街地からはほとんど姿

を消し，分布が限定されてきている。飛ぶことがほとん

どなく跳躍力も弱いので，今後も減少が懸念される。

企イナゴモドキMe∞ste血usa1liace凶 (Germar) 【希少種]
[生息環境]湿地や水田，ススキなどの草原に生息する。

[過去の分布]県内からは湯河原町城山(西村・浜口，

1989)のみから知られていた。

[調査結果]本調査で，山北町大野山で記録され，また箱

根町仙石原のススキ草原にも分布し，個体数も相当多い

ことが明らかになった。しかし，産地は局限されており，

環境の変化によって容易に絶滅する恐れがある。

企ツマグロイナゴモドキ Stethophymamagister (Rehn) 

【希少種]

[生息環境]ヨシ原や休耕固など湿性の草原に生息する。



[過去の分布]県内からは緑区寺家(西村， 1987 a)のみ

から知られていた。

[調査結果]本調査で箱根町仙石原にも分布することが明

らかになった。しかし，産地は局限されており，環境の

変化によって容易に絶滅する恐れがある。
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